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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 13,328 △5.4 △159 ― △92 ― △101 ―
22年3月期第3四半期 14,086 △15.4 80 △75.5 128 △70.7 44 △79.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △9.09 ―
22年3月期第3四半期 3.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 17,886 13,428 75.1 1,199.03
22年3月期 19,063 13,643 71.6 1,218.19

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  13,428百万円 22年3月期  13,643百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
23年3月期 ― 6.00 ―
23年3月期 
（予想）

6.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 3.2 570 △4.2 650 0.9 360 8.9 32.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、 
   表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績などは様々な要因により異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項などについては、【添付資料】２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定
性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （注）詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 11,200,000株 22年3月期 11,200,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q 494株 22年3月期 494株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 11,199,506株 22年3月期3Q 11,199,506株



［添付資料の目次］ 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ······································  ２ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 ···········································  ２ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 ···········································  ２ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 ···········································  ２ 

２．その他の情報 ································································  ３ 

(1) 重要な子会社の異動の概要 ·················································  ３ 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ···································  ３ 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ·····························  ３ 

３．四半期連結財務諸表 ··························································  ４ 

(1) 四半期連結貸借対照表 ·····················································  ４ 

(2) 四半期連結損益計算書 ·····················································  ６ 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ·······································  ７ 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ···············································  ８ 

(5) セグメント情報等 ·························································  ８ 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ·····························  ９ 

（株）さくらケーシーエス（4761）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 1 -



１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内の各種政策効果などを背景に企業収益の

改善が続くなど、緩やな回復基調となったものの、後半は円高や株安などの影響から景気は足踏み

状況で推移しました。 

当社及び連結子会社（以下、「当企業集団」という。）の当第３四半期連結累計期間の業績につ

きましては、売上高は13,328百万円と前年同四半期比757百万円（5.4％）の減収となりました。 

損益面につきましては、売上高の減少に伴う影響に加えて、一部部門で不採算プロジェクトが発

生したことから、営業損失が159百万円と前年同四半期比239百万円の減益、経常損失も92百万円と

前年同四半期比221百万円の減益となり、四半期純損失につきましても101百万円と前年同四半期比

146百万円の減益となりました。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① 金融関連部門 

大手ベンダー向けシステム構築業務が大きく減少したことを主因として、売上高は3,662百

万円となりました。 

② 公共関連部門 

地方公共団体向けシステム構築業務及びシステム機器販売業務が減少したことにより、売上

高は3,038百万円となりました。 

③ 産業関連部門 

一般法人向けシステム構築業務及びシステム機器販売業務が増収となり、売上高は6,628百

万円となりました。 

当企業集団の事業につきましては、システムの納入が第２四半期（７～９月）及び第４四半期

（１～３月）に集中する傾向があり、売上高が第１四半期（４～６月）及び第３四半期（10～12

月）において減少し、第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）に増加するパターンと

なり、四半期毎・半期毎の経営成績が変動いたします。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末比1,177百万円減少

して17,886百万円に、純資産も前連結会計年度末比214百万円減少し、13,428百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末比3.5％増加して75.1％となっております。 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比222百万円増加

して6,207百万円となりました。その内訳は、営業活動によるキャッシュ・フローが960百万円のプ

ラス、投資活動によるキャッシュ・フローが312百万円のマイナス、財務活動によるキャッシュ・フ

ローが425百万円のマイナスであります。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年10月29日に発表いたしました通期の連結業績予想につきましては、現時点での変更はあ

りません。 
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２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 原価差異の配賦方法 

予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価

への配賦を年度決算と比較して簡便的な方法により算出しております。 

④ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

⑤ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

⑥ 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失は、それぞれ０百万円増加し、税金等調整前四半期純損失

は７百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は９

百万円であります。 

② 四半期連結損益計算書の表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しておりま

す。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,207 1,985

受取手形及び売掛金 2,730 4,959

有価証券 4,000 4,000

商品 426 69

仕掛品 1,046 455

貯蔵品 43 29

その他 738 871

貸倒引当金 △0 △2

流動資産合計 11,192 12,368

固定資産   

有形固定資産 3,795 3,809

無形固定資産 506 535

投資その他の資産   

投資有価証券 1,359 1,336

その他 1,043 1,023

貸倒引当金 △10 △9

投資その他の資産合計 2,392 2,349

固定資産合計 6,693 6,694

資産合計 17,886 19,063

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,384 2,023

未払法人税等 13 9

賞与引当金 314 662

受注損失引当金 45 49

その他 1,351 956

流動負債合計 3,109 3,700

固定負債   

退職給付引当金 568 736

役員退職慰労引当金 105 125

資産除去債務 9 －

その他 663 857

固定負債合計 1,347 1,719

負債合計 4,457 5,420
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,054 2,054

資本剰余金 2,228 2,228

利益剰余金 9,069 9,305

自己株式 △0 △0

株主資本合計 13,352 13,588

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 76 54

評価・換算差額等合計 76 54

純資産合計 13,428 13,643

負債純資産合計 17,886 19,063
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 14,086 13,328

売上原価 11,492 11,043

売上総利益 2,594 2,285

販売費及び一般管理費 2,514 2,445

営業利益又は営業損失（△） 80 △159

営業外収益   

受取利息 17 7

受取配当金 14 19

不動産賃貸料 55 54

保険配当金 8 18

保険解約返戻金 － 15

雑収入 16 21

営業外収益合計 112 137

営業外費用   

支払利息 17 25

不動産賃貸費用 25 32

雑損失 21 11

営業外費用合計 64 69

経常利益又は経常損失（△） 128 △92

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2 1

特別利益合計 2 1

特別損失   

投資有価証券評価損 43 －

投資有価証券償還損 － 8

事務所移転費用 － 27

事業整理損 － 14

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6

特別損失合計 43 56

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

87 △147

法人税等 43 △45

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △101

四半期純利益又は四半期純損失（△） 44 △101
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

87 △147

減価償却費 538 563

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △601 △347

受注損失引当金の増減額（△は減少） △86 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） △41 △168

受取利息及び受取配当金 △31 △27

支払利息 17 25

投資有価証券評価損益（△は益） 43 －

投資有価証券償還損益（△は益） － 8

移転費用 － 27

事業整理損失 － 14

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6

売上債権の増減額（△は増加） 2,089 2,229

たな卸資産の増減額（△は増加） △519 △961

仕入債務の増減額（△は減少） △743 △639

その他 139 300

小計 887 880

利息及び配当金の受取額 32 27

利息の支払額 △17 △25

移転費用の支払額 － △20

法人税等の支払額 △418 △35

法人税等の還付額 － 133

営業活動によるキャッシュ・フロー 484 960

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △223 △118

無形固定資産の取得による支出 △31 △100

投資有価証券の取得による支出 △26 △7

投資有価証券の償還による収入 － 11

その他の支出 △54 △182

その他の収入 19 84

投資活動によるキャッシュ・フロー △316 △312

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △306 △292

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △155 △133

財務活動によるキャッシュ・フロー △462 △425

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △293 222

現金及び現金同等物の期首残高 6,521 5,985

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,227 6,207
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

該当事項はありません。 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

当企業集団は、顧客のニーズに応じた情報システムの企画からシステム構築、システム機器

販売及びシステム運用管理など、情報サービスの総合的な提供を事業内容としており、不可分

の営業形態でありますので、事業の種類別セグメント情報として開示する事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えるため、所在地別セグ

メント情報の記載を省略しております。 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社は、さまざまな業種（金融、公共、製造・流通・サービスなど）の顧客に対応した、総合

的な情報サービスの提供を事業内容としております。 

従って、当社は組織上の事業部門「金融関連部門」、「公共関連部門」及び「産業関連部門」

の３つを報告セグメントとしております。 

「金融関連部門」は金融機関向け、「公共関連部門」は地方公共団体向け、「産業関連部門」

は一般法人向けの情報サービスの提供を行っております。 
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２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 
（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

金融関連 
部門 

公共関連
部門 

産業関連
部門 

計 
その他 合計 

調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２）

売上高    

  外部顧客への売上高 3,662 3,038 6,628 13,328 － 13,328 － 13,328

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

41 43 458 543 － 543 △543 －

計 3,704 3,081 7,086 13,872 － 13,872 △543 13,328

セグメント利益又は 
損失（△) 

481 290 529 1,301 － 1,301 △1,461 △159

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額△1,461百万円は、管理部門の費用のうち配賦の困難な費用等であり

ます。 

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

該当事項はありません。 
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